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第2次熊谷市総合振興計画　後期基本計画　　2023～2027



　熊谷市は、二度の合併を経て、市民の皆様と行政が連携しながら、

地域の融和と振興を図り、持続可能な自治体運営に取り組んでまいり

ました。

　その間、人口減少や更なる少子高齢化、豪雨等の災害、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大など、本市を取り巻く社会状況は大きく変化し

ています。

　今回の第２次熊谷市総合振興計画後期基本計画の策定に当たって

は、私の政策理念である「新熊谷プライドの創造」のもと、熊谷市の

魅力である歴史や伝統、文化、スポーツに育まれたまちのポテンシャ

ルを引き出し、市民の皆様が安心して暮らすことができ、誇れるまち

づくりを展開してまいります。

　この実現のため、社会変革に適応したデジタル化による市民サービ

スの向上、地域経済の活性化に向けた取組を全力で進めてまいります。

　また、熊谷市の利便性を更に高め、全ての世代の人々が生き生きと

活動できる、安全で住みやすい都市を持続できるように、皆様ととも

に歩んでまいりますので、ご理解とご支援をお願いします。

令和５年３月

ごあいさつ

熊谷市長
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この紋章は、熊谷の名を円形に図案化したもので、上部右が「ク」を、同左が「マ」を、
全体で「谷」を表しています。
大正８年（1919年）に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、同11年７月から
使用されたものです。昭和８年（1933年）４月１日の市制施行後、市の紋章として引き
継がれ、平成17年（2005年）10月１日の合併による新熊谷市においても引き継が
れました。

平成17年（2005年）10月１日に熊谷市、大里町、妻沼町が合併し、新熊谷市が誕
生したことを記念して、公募により平成18年（2006年）４月22日に制定されたもの
です。
熊谷市（「くま」の２文字）が、限りない未来に向かって、大きく飛躍している様子を

デザイン化したものです。
青色は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と自然豊かな荒川・利根川の流れを表し、

オレンジ色は、熊谷の暑さと市民の情熱を表しています。
このほか、サクラ色、ケヤキ色、ヒバリ色、ムサシトミヨ色のバージョンがあります。

市のシンボルマーク

市　　章

熊谷市民憲章

熊谷市子ども憲章

熊谷市歌

 

 

サクラ色 ケヤキ色 ヒバリ色 ムサシトミヨ色

市の花サクラ 市の魚ムサシトミヨ市の木ケヤキ 市の鳥ヒバリ

わたくしたち熊谷市民は、荒川、利根川を中心とした豊かな自然、歴史と伝統にはぐくまれた
郷土に誇りと責任を持ち、明るく豊かなよりよりまちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。

　すこやかな心と体をつくりましょう
　教養を身につけましょう
　しあわせな家庭をつくりましょう
　きまりを守り親切にしましょう
　豊かできれいなまちをつくりましょう

　わたしたちは、心のつながりをもち、一人一人の自立をめざして、この憲章を定めます。
（夢・未来）
　夢や希望をもち、すばらしい未来をつくります。
（友情・思いやり）
　｢ありがとう｣と思いやりの心を忘れずに、相手の気持ちを大切にします。
（環境・自然）
　自分たちにできることを進んでおこない、自然を大切にします。
（命・人権）
　いじめや差別をなくして、みんなで助けあって生活します。
（責任・努力）
　自分のことばや行動に責任をもち、目標にむかって努力します。

１ 豊かな流れが はぐくんだ
 みどりの大地に 風光る
 心の翼 羽ばたかせ
 未来に向けて 飛び立とう
 熊谷　熊谷 わたしと伸びるまち

２ 歴史に残る 人々の
 夢見た思いは いまここに
 うけつぐ心 たくましく
 明日への希望 胸に抱き
 熊谷　熊谷 わたしを磨くまち

３ 桜にこころ はずませて
 祭りの太鼓に 勇み立ち
 実りの秋に 笑顔満ち
 けやきの枝に 風わたる
 熊谷　熊谷 わたしが誇るまち

平成19年５月16日制定

平成18年５月５日制定

平成19年５月16日制定

※この憲章は、各小中学校の児童生徒代表が策定委員となり、作成したものです。
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３ 桜にこころ はずませて
祭りの太鼓に 勇み立ち
実りの秋に 笑顔満ち
けやきの枝に 風わたる
熊谷　熊谷 わたしが誇るまち
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※この憲章は、各小中学校の児童生徒代表が策定委員となり、作成したものです。
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この紋章は、熊谷の名を円形に図案化したもので、上部右が「ク」を、同左が「マ」を、
全体で「谷」を表しています。
大正８年（1919年）に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、同11年７月から

使用されたものです。昭和８年（1933年）４月１日の市制施行後、市の紋章として引き
継がれ、平成17年（2005年）10月１日の合併による新熊谷市においても引き継が
れました。

平成17年（2005年）10月１日に熊谷市、大里町、妻沼町が合併し、新熊谷市が誕
生したことを記念して、公募により平成18年（2006年）４月22日に制定されたもの
です。
熊谷市（「くま」の２文字）が、限りない未来に向かって、大きく飛躍している様子を

デザイン化したものです。
青色は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と自然豊かな荒川・利根川の流れを表し、

オレンジ色は、熊谷の暑さと市民の情熱を表しています。
このほか、サクラ色、ケヤキ色、ヒバリ色、ムサシトミヨ色のバージョンがあります。

市のシンボルマーク

市　　章

熊谷市民憲章

熊谷市子ども憲章

熊谷市歌

サクラ色 ケヤキ色 ヒバリ色 ムサシトミヨ色

市の花サクラ 市の魚ムサシトミヨ市の木ケヤキ 市の鳥ヒバリ

　すこやかな心と体をつくりましょう
　教養を身につけましょう
　しあわせな家庭をつくりましょう
　きまりを守り親切にしましょう
　豊かできれいなまちをつくりましょう

　わたしたちは、心のつながりをもち、一人一人の自立をめざして、この憲章を定めます。
（夢・未来）
　夢や希望をもち、すばらしい未来をつくります。
（友情・思いやり）
　｢ありがとう｣と思いやりの心を忘れずに、相手の気持ちを大切にします。
（環境・自然）
　自分たちにできることを進んでおこない、自然を大切にします。
（命・人権）
　いじめや差別をなくして、みんなで助けあって生活します。
（責任・努力）
　自分のことばや行動に責任をもち、目標にむかって努力します。

１ 豊かな流れが はぐくんだ
みどりの大地に 風光る
心の翼 羽ばたかせ
未来に向けて 飛び立とう
熊谷　熊谷 わたしと伸びるまち
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熊谷　熊谷 わたしを磨くまち
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※この憲章は、各小中学校の児童生徒代表が策定委員となり、作成したものです。
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　わたくしたち熊谷市民は、荒川、利根川を中心とした豊かな自然、歴史と伝統にはぐくまれた
郷土に誇りと責任を持ち、明るく豊かなよりよいまちをつくるため、ここに市民憲章を定めます。
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くまがや し こ けんしょう

こころ

こころ

ゆめ

ゆうじょう

かんきょう

せき にん

こう どう せき にん

ど りょく

ど りょくもくひょう

いのち じん けん

さ  べつ

し  ぜん

し  ぜんじ  ぶん すす

じ  ぶん

おも

おも わす あい たい せつ

たい せつ

せい かつたす

て き も

ゆめ き  ぼう

み  らい

み  らい

ひとり  　ひとり じ  りつ けんしょう さだ

3

市　　章

市のシンボルマーク

熊谷市民憲章

熊谷市子ども憲章

熊谷市歌

くま がや し こ けん しょう

Kumagaya City 熊谷市について

　この紋章は、熊谷の名を円形に図案化したもので、上部右が「ク」
を、同左が「マ」を、全体で「谷」を表しています。
　大正８（1919）年に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、
同11年７月から使用されたものです。昭和８（1933）年４月１日
の市制施行後、市の紋章として引き継がれ、平成 17（2005）年
10月１日の合併による新熊谷市においても引き継がれました。

　平成17（2005）年 10月１日に熊谷市、大里町、妻沼町が合併し、
新熊谷市が誕生したことを記念して、公募により平成 18
（2006）年４月 22日に制定されたものです。
　熊谷市（「くま」の２文字）が、限りない未来に向かって、大き
く飛躍している様子をデザイン化したものです。
　青色は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と自然豊かな荒川・利
根川の流れを表し、オレンジ色は、熊谷の暑さと市民の情熱を表
しています。
　このほか、サクラ色、ケヤキ色、ヒバリ色、ムサシトミヨ色のバー
ジョンがあります。
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　わたくしたち熊谷市民は、荒川、利根川を中心とした豊かな自然、歴史と伝統にはぐくまれた
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この紋章は、熊谷の名を円形に図案化したもので、上部右が「ク」を、同左が「マ」を、
全体で「谷」を表しています。
大正８年（1919年）に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、同11年７月から
使用されたものです。昭和８年（1933年）４月１日の市制施行後、市の紋章として引き
継がれ、平成17年（2005年）10月１日の合併による新熊谷市においても引き継が
れました。
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生したことを記念して、公募により平成18年（2006年）４月22日に制定されたもの
です。
熊谷市（「くま」の２文字）が、限りない未来に向かって、大きく飛躍している様子を

デザイン化したものです。
青色は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と自然豊かな荒川・利根川の流れを表し、

オレンジ色は、熊谷の暑さと市民の情熱を表しています。
このほか、サクラ色、ケヤキ色、ヒバリ色、ムサシトミヨ色のバージョンがあります。

市のシンボルマーク
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熊谷市民憲章

熊谷市子ども憲章

熊谷市歌
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　大正８（1919）年に、熊谷町の紋章として、一般に懸賞募集し、
同11年７月から使用されたものです。昭和８（1933）年４月１日
の市制施行後、市の紋章として引き継がれ、平成 17（2005）年
10月１日の合併による新熊谷市においても引き継がれました。

　平成17（2005）年 10月１日に熊谷市、大里町、妻沼町が合併し、
新熊谷市が誕生したことを記念して、公募により平成 18
（2006）年４月 22日に制定されたものです。
　熊谷市（「くま」の２文字）が、限りない未来に向かって、大き
く飛躍している様子をデザイン化したものです。
　青色は、快晴日数日本一の熊谷市の青空と自然豊かな荒川・利
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